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平成１７年３月期 第３四半期財務・業績の概況（連結） 
平成１７年１月１８日 

上場会社名  （コード番号：７９４９ 東証・大証第一部） 
（ＵＲＬ http://www.komatsuwall.co.jp/）   
問合せ先 代表者役職  代表取締役社長      

氏   名  加  納   裕  
     責任者役職  取締役経理部長    
     氏   名  鈴 木 裕 文 ＴＥＬ：（０７６１）２１－３１３１ 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用
の有無 

： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の
変更の有無 

： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 
 
２．平成１７年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成１６年４月１日～平成１６年１２月３１日） 

(1)経営成績（連結）の進捗状況                       （百万円未満切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 
純 利 益        

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

１７年３月期第３四半期 １６，７３４ (3.3) １，５４８ (△0.5) １，５５９ (0.6) ８７２ (2.8) 
１６年３月期第３四半期 １６，１９７ (1.1) １，５５５ (10.2) １，５４９ (7.5) ８４８ (10.2) 
(参考)１６年３月期 ２４，３５７  ２，４６１ ２，４６４  １，３８７  
 

 １株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

１７年３月期第３四半期 ８２ ４０ ８１ ５３ 
１６年３月期第３四半期 ７９ １１ ７９ ００ 

(参考)１６年３月期 １２３ ５０ １２３ １７ 
 (注) 売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期比
増減率を示しております。 
 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期の国内経済は、１２月の月例経済報告では「回復が穏やかになっている」と、２ヵ月連

続で基調判断が下方修正され、輸出の減速や個人消費の鈍化等、景気は踊り場にさしかかっているもの

と考えられます。 

間仕切業界におきましても、建設業界の過剰債務問題、販売価格競争の激化、原材料の値上げ、公共

工事の減少等、厳しい経営環境が続いているものの、民間設備投資が堅調なこともあり、民需を中心に

間仕切需要の回復が見受けられました。 

このような情勢のなかで、当社グループは徹底的なコスト削減に加え、「設計指定活動」による積極

的な受注活動に取組んでまいりました結果、当第 3 四半期累計では前年同期比３．３％の増収とするこ

とができました。 

品目別では、主力品目である可動間仕切は、民間設備投資が堅調なことから事務所・オフィスビル向

けが回復し、前年同期比５．３％の増加、豊富な受注残をもってスタートした移動間仕切は、順調に受

注残を消化し、１８．７％増加しました。近年伸長の著しい固定間仕切は、病院、老人介護施設等の福

祉・厚生施設向けを中心に高水準で納入されておりますが、納入が期末時期に集中しており、２．７％

の減少となりました。トイレブースについては、事務所・オフィスビル向け、福祉・厚生施設向け等が

増加し４．２％増加、ロー間仕切は３．６％減少しました。 

利益面につきましては、販売価格競争と原材料値上げの影響もあり、各種コスト削減に努めましたが、

売上総利益率は前年同期比０．５ポイント悪化し、販売費及び一般管理費の抑制に努めましたが、営業

利益は減少しました。経常利益は営業外収支が改善し増益となりました。 
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これらの結果、当第３四半期累計では、売上高１６７億３４百万円（前年同期比３．３％増）、営業

利益１５億４８百万円（同０．５％減）、経常利益１５億５９百万円（同０．６％増）、当四半期純利益

８億７２百万円（同２．８％増）となりました。また、受注残高は１２３億４百万円と前年同期比    

１．１％増となっており、次期の売上計上予定分を含め高水準で推移しております。 
 
(2)財政状態（連結）の変動状況                      （百万円未満切捨） 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

１７年３月期第３四半期 ２６，７３１ ２２，２９３ ８３．４ ２，１０６ ６３ 
１６年３月期第３四半期 ２５，２９２ ２１，３３６ ８４．４ ２，０１６ １８ 

(参考)１６年３月期 ２６，４３５ ２１，８８７ ８２．８ ２，０６１ ７９ 
 
【連結キャッシュ・フローの状況】                      （百万円未満切捨） 

 営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円 

１７年３月期第３四半期 １，６０９ △ １，０５１ △ ３６０ ５，３１８ 
１６年３月期第３四半期 ８１８ △ ７３２ △ ６６５ ５，４１０ 
(参考)１６年３月期 ７７６ △ ９７８ △ ６６５ ５，１２１ 
 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は２億９６百万円、株主資本は  

４億５百万円それぞれ増加し、株主資本比率は０．６ポイント改善しました。 

総資産の増加の主なものは、現金及び預金の増加１億９６百万円、受取手形及び売掛金の減少   

１９億５３百万円、棚卸資産の増加１４億１９百万円等による流動資産の減少５億２７百万円および有

形固定資産の増加７億５８百万円等、固定資産の増加８億２３百万円が主なものであります。負債の部

では買掛金の減少２億２４百万円、未払法人税等の減少５億２３百万円、前受金の増加９億１０百万円、

賞与引当金の減少３億３１百万円等の流動負債の減少１億８２百万円が主なものであります。 

キャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは、１６億９百万円増加し

ました。これは税金等調整前四半期純利益１５億４９百万円、売上債権の減少額１９億７２百万円、前

受金の増加額９億１０百万円等による増加と棚卸資産の増加額１４億１９百万円、仕入債務の減少額  

２億２４百万円、役員賞与の支払額６８百万円、法人税等の支払額１０億３８百万円等の減少によるも

のであります。投資活動によるキャッシュ・フローは、第三工場増築用地の取得、機械設備購入を含む

有形、無形の固定資産の取得等により１０億５１百万円減少しました。財務活動によるキャッシュ・フ

ローは、配当金の支払等により、３億６０百万円減少しました。これらにより現金及び現金同等物は  

１億９６百万円増加し、当第３四半期末残高は５３億１８百万円となりました。 
 
（参考１）四半期個別経営成績等の概況（平成１６年４月１日 ～ 平成１６年１２月３１日） 

（百万円未満切捨） 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期(当期)純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

１７年３月期第３四半期 １５，９８９ (4.1) １，２８４ (△0.4) １，３９２ (3.2) ８１６ (9.3) 
１６年３月期第３四半期 １５，３５５ (0.6) １，２８９ (4.6) １，３４８ (0.5) ７４６ (3.2) 
(参考)１６年３月期 ２３，１８０  ２，０７４  ２，１４８  １，２１８  
 
 総 資 産 株 主 資 本      

 百万円 百万円 

１７年３月期第３四半期 ２４，８６３ ２０，８０２ 
１６年３月期第３四半期 ２３，５４１ １９，９５５ 
(参考)１６年３月期 ２４，５７８ ２０，４３８ 
(注) 売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増
減率を示しております。 
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３．平成１７年３月期の連結業績予想（平成１６年４月１日 ～ 平成１７年３月３１日） 
（百万円未満切捨） 

 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 

通       期 ２５，６６０ ２，６５０ １，５１０ 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） １３６円２４銭 
※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

今後の国内経済は、「着実な回復は続く」との見通しもありますが、米国や中国の経済状況や円高・

ドル安の為替相場動向等のリスク要因を抱え、継続する雇用調整から個人消費も力強さは感じられず、

再び下降線を辿る状況も考えられます。間仕切業界におきましても、オフィス市場や福祉・厚生施設市

場は引続き堅調に推移すると考えられますが、予断を許さない状況が続くものと思われます。 

このような状況下、通期の業績予想につきましては、第３四半期までの累計が前年同期比増収増益で、

ほぼ計画どおりに推移していることから期初予想どおりとし、連結売上高は前期比５．３％増の   

２５６億６０百万円、連結経常利益は同７．５％増の２６億５０百万円、連結当期純利益は同８．８％

増の１５億１０百万円を予想しております。 
 
（参考２）平成１７年３月期の個別業績予想（平成１６年４月１日 ～ 平成１７年３月３１日） 

（百万円未満切捨） 
１株当たり年間予想配当金 

 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 
期 末  

 百万円 百万円 百万円 円    銭 円    銭 

通   期 ２４，５００ ２，３７０ １，３６０ １６ ５０ ３３ ００ 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） １２３円１３銭 
※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
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四 半 期 連 結 貸 借 対 照 表 
 

（百万円未満切捨） 

前 第 ３ 四 半 期 当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度 

（平成 15 年 12 月 31 日現在） （平成 16 年 12 月 31 日現在） （平成 16 年 3 月 31 日現在） 
期 別 

 
科 目 金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 構成比 

（ 資 産 の 部 ） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

Ⅰ 流 動 資 産       

１． 現 金 及 び 預 金 ５，４１０  ５，３１８  ５，１２１  

２． 受取手形及び売掛金 ６，８８６  ６，５１５  ８，４６８  

３． 棚 卸 資 産 ３，４８０  ４，２６５  ２，８４６  

４． そ の 他 ２６１  ２６８  ４８２  

貸 倒 引 当 金 △ ７６  △ ８１  △ １０４  

 流 動 資 産 合 計 １５，９６２ ６３．１ １６，２８７ ６０．９ １６，８１４ ６３．６ 

Ⅱ 固 定 資 産       

１． 有 形 固 定 資 産       

（１）建物及び構築物 ３，９２１  ４，１１７  ４，０１９  

（２）機械装置及び運搬具 １，９６５  １，９８４  １，９６４  

（３）土 地 ２，８５９  ３，１３８  ２，８１４  

（４）そ の 他 ７０１  １，３０８  ８８４  

 減価償却累計額 △ ４，５４６  △ ４，６５２  △ ４，５４４  

 有形固定資産合計 ４，９０１ １９．４ ５，８９６ ２２．１ ５，１３７ １９．４ 

２． 無 形 固 定 資 産 ３１６ １．２ ３２５ １．２ ３４９ １．３ 

３． 投資その他の資産       

（１）投 資 有 価 証 券 ６６５  ５９０  ６７１  

（２）保 険 積 立 金 ２，９７８  ３，１５７  ３，０２０  

（３）そ の 他 ６９４  ６１１  ５９３  

貸 倒 引 当 金 △ ２２５  △ １３７  △ １５１  

 投資その他の資産合計 ４，１１２ １６．３ ４，２２２ １５．８ ４，１３３ １５．７ 

 固 定 資 産 合 計 ９，３３０ ３６．９ １０，４４４ ３９．１ ９，６２０ ３６．４ 

 資 産 合 計 ２５，２９２ １００．０  ２６，７３１ １００．０ ２６，４３５ １００．０ 

        
 

 



－５－ 

 
 

（百万円未満切捨） 

前 第 ３ 四 半 期 当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度 
（平成 15 年 12 月 31 日現在） （平成 16 年 12 月 31 日現在） （平成 16 年 3 月 31 日現在） 

期 別 
 
科 目 金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 構成比 

（ 負 債 の 部 ） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

Ⅰ 流 動 負 債       

１． 買 掛 金 １，３８６  １，３５９  １，５８３  

２． 未 払 金 ５７９  ５５１  ５８２  

３． 未 払 法 人 税 等 １９  １０  ５３３  

４． 前 受 金 １，０７５  １，５２８  ６１８  

５． 賞 与 引 当 金 ３０１  ３１４  ６４６  

６． そ の 他 １９９  １８３  １６６  

 流 動 負 債 合 計 ３，５６２ １４．１ ３，９４７ １４．８ ４，１３０ １５．６ 

Ⅱ 固 定 負 債       

１． 退 職 給 付 引 当 金 ３８４  ４８６  ４０８  

２． そ の 他 ８  ４  ８  

 固 定 負 債 合 計 ３９３ １．５ ４９１ １．８ ４１７ １．６ 

 負 債 合 計 ３，９５６ １５．６ ４，４３８ １６．６ ４，５４７ １７．２ 

（ 資 本 の 部 ）       

Ⅰ 資 本 金 ３，０９９ １２．３ ３，０９９ １１．６ ３，０９９ １１．７ 

Ⅱ 資 本 剰 余 金 ３，０３１ １２．０ ３，０３１ １１．３ ３，０３１ １１．５ 

Ⅲ 利 益 剰 余 金 １５，４３２ ６１．０ １６，４１６ ６１．４ １５，９７２ ６０．４ 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 １０９ ０．４ ８２ ０．３ １２０ ０．５ 

Ⅴ 自 己 株 式 △ ３３６ △ １．３ △ ３３７ △ １．２ △ ３３６ △ １．３ 

 資 本 合 計 ２１，３３６ ８４．４ ２２，２９３ ８３．４ ２１，８８７ ８２．８ 

 負債及び資本合計 ２５，２９２ １００．０ ２６，７３１ １００．０ ２６，４３５ １００．０ 
        
 



－６－ 

四 半 期 連 結 損 益 計 算 書 
 

（百万円未満切捨） 
前 第 ３ 四 半 期 当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度 

自平成 15 年 4 月 1 日 
至平成 15 年 12 月 31 日 

自平成 16 年 4 月 1 日 
至平成 16 年 12 月 31 日 

自平成 15 年 4 月 1 日 
至平成 16 年 3 月 31 日 

期  別 

 

科  目 
金  額 百分比 金  額 百分比 金  額 百分比 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

Ⅰ 売 上 高 １６，１９７ １００．０ １６，７３４ １００．０ ２４，３５７ １００．０ 

Ⅱ 売 上 原 価 １０，６０７ ６５．５ １１，０３９ ６６．０ １６，３３５ ６７．１ 

 売 上 総 利 益 ５，５９０ ３４．５ ５，６９５ ３４．０ ８，０２１ ３２．９ 

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 ４，０３５ ２４．９ ４，１４６ ２４．８ ５，５５９ ２２．８ 

 営 業 利 益 １，５５５ ９．６ １，５４８ ９．２ ２，４６１ １０．１ 

Ⅳ 営 業 外 収 益 ２３ ０．１ １９ ０．１ ３３ ０．１ 

１． 受 取 利 息 １  １  １  

２． 受 取 配 当 金 ５  ５  ５  

３． 受 取 保 険 金 ３  ０  ７  

４． 受 取 家 賃 ３  ２  ４  

５． 受 取 手 数 料 ４  ４  ５  

６． そ の 他 ５  ４  ８  

Ⅴ 営 業 外 費 用 ２８ ０．１ ８ ０．０ ３０ ０．１ 

１． 自己株式買付費用 ２３  －  ２３  

２． 売 上 割 引 ５  ８  ７  

 経 常 利 益 １，５４９ ９．６ １，５５９ ９．３ ２，４６４ １０．１ 

Ⅵ 特 別 利 益 ２ ０．０ ３３ ０．２ ４ ０．０ 

１． 固 定 資 産 売 却 益 １  －  １  

２． 投資有価証券売却益 １  １６  ２  

３． 貸倒引当金戻入益 －  １６  －  

Ⅶ 特 別 損 失 １２ ０．１ ４２ ０．３ ２６ ０．１ 

１． 固 定 資 産 除 却 損 ２  １６  ８  

２． 固 定 資 産 売 却 損 －  ５  ７  

３． 投資有価証券評価損 ９  －  ９  

４． ゴルフ会員権評価損 －  ２０  １  

 税金等調整前四半期(当期)純利益 １，５３９ ９．５ １，５４９ ９．２ ２，４４１ １０．０ 

 法人税､住民税及び事業税 ５５０ ３．４ ５１４ ３．０ １，１０５ ４．５ 

 法 人 税 等 調 整 額 １４０ ０．９ １６２ １．０ △ ５２ △ ０．２ 

 四半期（当期）純利益 ８４８ ５．２ ８７２ ５．２ １，３８７ ５．７ 
        



－７－ 

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
 

（百万円未満切捨） 
前 第 ３ 四 半 期 当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度 期    別 

項    目 
自平成 15 年 4 月 1 日 
至平成 15 年 12 月 31 日 

自平成 16 年 4 月 1 日 
至平成 16 年 12 月 31 日 

自平成 15 年 4 月 1 日 
至平成 16 年 3 月 31 日 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期（当期）純利益 １，５３９ １，５４９ ２，４４１ 

減価償却費 ２１２ ２６８ ２９３ 

貸倒引当金の増減額（△：減少） △ ９８ △ ３８ △ １４４ 

受取利息及び配当金 △ ６ △ ６ △ ７ 

投資有価証券評価損 ９ － ９ 

ゴルフ会員権評価損 － ２０ １ 

売上債権の増減額（△：増加） ９１２ １，９７２ △ ５９１ 

棚卸資産の増減額（△：増加） △ ９３５ △ １，４１９ △ ３０１ 

仕入債務の増減額（△：減少） １２ △ ２２４ ２０８ 

未払金の増減額（△：減少） １１７ ５６ １６ 

前受金の増減額（△：減少） ４９９ ９１０ ４２ 

退職給付引当金の増減額（△：減少） ７３ ７７ ９８ 

役員賞与の支払額 △ ６５ △ ６８ △ ６５ 

その他（純額） △ ３２０ △ ４５７ △ ５１ 

小  計 １，９５１ ２，６４０ １，９４９ 

利息及び配当金の受取額 ６ ６ ７ 

法人税等の支払額 △ １，１３９ △ １，０３８ △ １，１８０ 

営業活動によるキャッシュ・フロー ８１８ １，６０９ ７７６ 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △ ６６９ △ １，０５０ △ ９２２ 

有形固定資産の売却による収入 １ ７ ４５ 

無形固定資産の取得による支出 △ ６５ △ ６３ △ １１４ 

投資有価証券の取得による支出 △ ０ △ ３ △ ０ 

投資有価証券の売却による収入 ２ ４７ ６ 

その他（純額） △ ０ １０ ７ 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ ７３２ △ １，０５１ △ ９７８ 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △ ３５９ △ ０ △ ３５９ 

自己株式の売却による収入 － － ０ 

配当金の支払額 △ ３０６ △ ３６０ △ ３０６ 

財務活動によるキャッシュ・フロー △ ６６５ △ ３６０ △ ６６５ 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － － － 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △ ５７９ １９６ △ ８６８ 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 ５，９９０ ５，１２１ ５，９９０ 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 ５，４１０ ５，３１８ ５，１２１ 



－８－ 

品 目 別 売 上 高 明 細 書              
 

（百万円未満切捨） 

当  第  ３  四  半  期 

自平成１６年 ４月  １日 
至平成１６年１２月３１日 

期  別 

 

 品  目 
金  額 前 年 同 期 比 

 百万円 ％ 

可 動 間 仕 切 ５，６２５ １０５．３ 

固 定 間 仕 切 ４，５０２ ９７．３ 

移 動 間 仕 切 ２，３３９ １１８．７ 

ト イ レ ブ ー ス ２，６５４ １０４．２ 

ロ ー 間 仕 切 ８００ ９６．４ 

そ の 他 ８１１ ９２．３ 

合 計 １６，７３４ １０３．３ 
 
 
 
 

品目別受注高および受注残高                
 

（百万円未満切捨） 

当  第  ３  四  半  期 

自平成１６年 ４月  １日 
至平成１６年１２月３１日 

受 注 高 受 注 残 高 

期 別 

 

 品 目 

金  額 前年同期比 金  額 前年同期比 
 百万円 ％ 百万円 ％ 

可 動 間 仕 切 ５，６８７ １０１．６ ２，１１７ ９０．７ 

固 定 間 仕 切 ５，５４１ １０５．１ ５，２６４ １０７．０ 

移 動 間 仕 切 ２，６５１ ８７．９ ２，６４３ ９９．１ 

ト イ レ ブ ー ス ３，０５１ ９４．８ １，７７７ ９７．７ 

ロ ー 間 仕 切 ７６２ ９５．５ ８５ ８５．０ 

 

そ の 他 １，０１３ １１５．４ ４１７ １２７．９ 

合     計 １８，７０８ ９９．６ １２，３０４ １０１．１ 
 

 


